
まえがき

アサリ（ ）は日本全国の沿岸

域に棲息する重要な漁獲対象種であるが，近年ではその

資源が減少傾向にあり，資源管理技術の確立が望まれて

いる。アサリ資源の維持・増大を目的として，資源管理

の他に漁場の造成，稚貝の移殖放流などの対策がとられ

ている。しかしながら，他地域からの移殖は，病気や遺

伝的な問題から規制される傾向にある。そのため，地先

に棲息するアサリを親貝とした放流用種苗の生産技術開

発が求められている。種苗生産に用いる親貝の確保やア

サリ幼生・稚貝発生量等の把握を行うためには，産卵期

の特定は非常に重要な課題であり，日本全国の沿岸域，

特に太平洋側で調査されている。

アサリの産卵期は東北中部以南では年に２回，以北で

は１回であることが知られている1－3 )。北海道においては，

アサリ漁業の中心である道東域（厚岸湖 4，5)や野付湾 6 )，サ

ロマ湖 7 )，能取湖 8 )）において調べられている。これら海

域における産卵期は７月から９月の年１回である。しか

しながら，それ以外の地域における生態学的知見は少な

い。津軽海峡は，北海道と本州を隔て日本海と太平洋を

結ぶ国際海峡であり，日本海から流れる津軽暖流の影響

を大きく受けている。現在，この海域におけるアサリ漁

業はほとんど行われていないが，漁業資源として活用す

るためにも，アサリの生態学的特徴を把握することが必

要である。そこで，本調査では，津軽海峡の北海道側に

位置している上磯町茂辺地地区からアサリを採集して組

織学的な観察を行い，この海域におけるアサリの産卵期

を明らかにした。
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材料と方法

アサリは上磯郡上磯町茂辺地地区から採集した（ .1）。

採集は2002年５月から11月までの大潮の日に行い，６月，

７月および９月は２回，その他の月は１回とした。１回

の調査で殻長30㎜以上のアサリ50個体を採集した。採集

後，殻長，殻高，殻幅，軟体部重量について生物測定を

行い，肥満度（ ）を以下の式 9 )により算

出した。

測定後，軟体部をブアン氏液で固定し，定法により生

殖腺のパラフィン切片を作成した。切片は のヘ

マトキシリンとエオシンを用いて染色した。この標本を，

光学顕微鏡を用いて観察し，性判別と生殖腺の発達状態

の判定を行った。生殖腺の発育状態の判定は，鳥羽と深

山 9 )および ら10) の区分を基本として，卵形成過程，

精子形成過程共に５つの段階，成長初期（

），成長後期（ ），成熟期（ ），

放出期（ ）および放出終了期

（ ）に分類した（ 1）。同一生殖巣内に異

なる２つのステージが観察された場合は，より進行した

ステージに分類した。

軟体部重量（ｇ）
肥満度（ＣＦ）＝────×105

殻長（㎜）×殻高（㎜）×殻幅（㎜）

採集地の水温は，知内町にある上磯郡漁業協同組合ウ

ニ生産施設で観測されたデータを引用した11)（ .１）。

結　果

観察したアサリの性比を ２に示す。各月とも雄

の出現率が雌を上回ったが，有意な差はなかった。５月

14日，６月26日および７月24日には，生殖細胞が観察さ

Table 1 Classification of gametogenesis through histological observation adapted from Toba and
Fukayama (1991) and Gribben et al.(2001)

Fig.1 Map showing the location of Moheji and Shiriuchi
town.
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れず，性の判別が付かなかった個体がそれぞれ１個体見

られた。また，９月中旬以降，性比の判別ができなかっ

た個体が増えた。また，６月26日に雌雄同体個体が２個

体観察された。

肥満度の季節的な変化を .2に示した。肥満度は，雌

雄共に５月14日からしだいに増加し，７月24日にピーク

に達した。このとき，雌の肥満度の平均値は15 .3，雄は

14.6であった（ .2）。その後，肥満度の平均値は減少し，

10月８日には雌では12 .0に，雄では10 .0となった。

卵巣の組織学的な観察を行った結果，５月14日には，

観察されたすべての雌で卵母細胞の発達が認められた

（ .3 ，3 ，4 ）。成長初期のステージの個体では，卵

母細胞が生殖細管壁に沿って存在した（ .3 ）。成長後

期の個体では，生殖細管中に様々な発達ステージにある

卵母細胞が観察された（ .3 ）。発達中の卵母細胞は，

生殖細管壁に付着していた。５月14日には，成熟した個

体は観察されなかったが，翌月６月12日には，成熟期の

個体が観察された（ .3 ，4 ）。このステージでは，ほ

とんどの卵が成熟しており，生殖細管から遊離していた。

６月26日には，放出期および放出終了期の個体が観察さ

れた（ .4 ）。放出期の個体では，生殖細管中に卵の放

出により間隙が生じ，また，残留した卵が観察された。

生殖細管壁が厚くなり，卵が退行している個体も観察さ

れた（ .3 ）。６月下旬から７月下旬にかけて，放出期

にもかかわらず，再び卵母細胞を発達させている個体が

存在した（ .5 ）。放出終了期では，生殖細管壁が厚く

なり，残留した卵の退行が観察された（ .3 ）。成熟期

の雌は，９月６日まで観察されたが，放出終了期の雌の

割合が増えた。９月19日には，観察されたすべての雌が

放出終了期であった（ .4 ）。

雄では，５月14日にはすでに精子形成を開始した個体

が観察された。成長初期のステージでは，生殖細管中に

精原細胞および精母細胞の増殖が観察された（ .3 ）。

また，成長後期の個体の生殖細管中では，減数分裂が活

発に起こり，生殖細管中央付近で精子変態も観察された

（ .3 ）。６月12日には，精子を多く蓄えた成熟期の個

体が観察された（ .3 ，4 ）。成熟期の個体の割合は，

６月24日に最も多くなった（ .4 ）。７月24日には，ほ

とんどの個体で生殖細管中に間隙が生じ，精子を放出し

た形跡が見られた（ .3 ，4 ）。しかしながら，同時に

減数分裂および精子変態も観察された（ .3 ，5 ）。８

月26日には，再び生殖細管中に精子を多く蓄えた成熟個

体が多く観察された（ .4 ）。７月24日以降，生殖細管

壁が肥大し，その中に残留した精子をもつ放出終了期の

個体が観察された（ .3 ，4 ）。その割合は，９月６日

までは少なかったが，９月19日には，すべての個体が放

出終了期にあった（ .4 ）。

考　察

知内町における2002年の水温は，２月中旬（平均水温

6 .8℃）を最低とし，９月上旬（平均水温21 .1℃）まで上

昇した（ .6）11)。５月中旬の水温は11 .4℃であり，この

時期には，雌雄ともに配偶子形成を開始していた。しか

しながら，本調査では，５月以前の調査を行うことがで

きなかったため，どの時期から，どのくらいの水温で，

配偶子形成を開始するか明らかにできなかった。

Tab le 2 Percentage of female and male Ruditapes
philippinarum

Fig.2 Seasonal changes of the condition factor. A: Female,
B: Male. Vertical bar indicates the standard
deviation of the mean
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Fig.3 Photomicrographs of reproductive stages; Females (A) early active, (B) late active, (C) ripe, (D) partially spawned,
(E) spent; and males (F) early active, (G) late active, (H) ripe, (I) partially spawned, (J) spent. GO: growing oocyte,
MO: mature oocyte, DO: degenerated oocyte, GS: spermatogonia, SC: spermatocyte, ST: spermatid, RS: residual
sperm, Arrow head: folicle, asterisk: vacant space. Scale bars on A, E and F = 100∫, and on the others = 200 ∫.



103上磯町茂辺地地区におけるアサリの産卵期について

この海域における７月上旬の平均水温は16 .4℃であっ

たが，下旬には，19.5℃となり，この期間内に３℃近い

上昇がみられた11)。これに伴い，アサリの肥満度は雌雄

ともに急激に上昇した（ .2）。その後，平均水温は８

月下旬までに20 .6まで上昇した11) 一方で，アサリの肥満

度は，７月下旬から８月下旬までの間に大きく減少した

（ .2）。肥満度と本海域の水温変化の比較から，本地区

では，７月から８月にかけて見られた水温の上昇が要因

となり７月末から８月に多くの個体が産卵すると考えら

れた。東京湾のアサリでは，春の産卵期が10℃から20℃

への水温上昇期に形成されている1，9 )。また，能取湖のア

サリを用いた飼育試験では，水温が17℃を越えると自然

産卵が誘発された12 )。これらのことから，上磯地区のア

サリにおいても同様に，７月上旬からの水温の上昇がア

サリの産卵を誘起し，７月下旬以降に産卵期のピークが

形成されたと考えられた。９月中旬以降は，配偶子形成

が観察されず，また，生殖細胞の観察されなかった個体

が増えた。そのため，この時期には産卵期が終了し，次

に配偶子形成を開始するまで，冬季は生殖巣が未分化な

状態となると考えられた。

これらのことから，北海道の道東域におけるアサリの

産卵期は，地域によって多少の差はあるが，７月中旬か

ら９月上旬であり4-8)，上磯地区のアサリの産卵期もこれ

と一致した。

組織学的な観察から，６月下旬には放出期および放出

終了期の個体が観察された。また，成熟期の個体の割合

は，７月中旬から下旬にかけて減少したが，８月下旬に

再び増加した。さらに，６月下旬から７月下旬にかけて，

配偶子の放出や退行と同時に再び配偶子形成を行ってい

る個体が観察された（ .5）。このことは，一部の個体が，

産卵を行った後に再び卵形成を開始したことを示唆して

いる。千葉県船橋産アサリの飼育試験では，本調査で見

られたものと同様に，成熟させた卵を放卵せずに退行さ

せ，同時に，新たな卵形成をおこなっている個体が観察

された 9)。これは，人為的な恒温条件と豊富な餌料環境が

自然状態と異なる配偶子形成を引き起こしたと考えられ

ている。同様に，この地区の天然貝においても，春に成

熟させた卵を産卵せず，これらの卵を再吸収する一方で

新たな卵形成を行う個体が観察されている。そのため，

春と秋の産卵期の間に冬季に見られるような明瞭な休止

期間は認められていない 13 )。これは，千葉県船橋地区の

水温環境が，他地域に比べて安定しており，産卵刺激と

なる水温変化が小さいこと，また，春の産卵期以降の水

温と餌料環境が成熟にとって好適な状態を保つために起

こると考えられている 13 )。津軽海峡の北海道側における

水温は6 .8℃から21 .1℃で推移しており（2002年）11)，成熟

に適していると考えられる水温が春から秋にかけて持続

している。そのため，千葉県船橋地区のアサリと同様に，

一部のアサリで６月下旬から９月上旬の間に２度の成熟

Fig.4 Seasonal changes of gonadal stages classified
histological observations. A: Female, B: Male. Fig.5 Photomicrographs showing gonads  which

simultaneously contain reproductive cells at
different stages. A: a female collected on June 26th.
B: a male collected on August 26th. GO: growing
oocyte, SC: spermatocyte, ST: spermatid, asterisk:
vacant space. Scale bar = 200 ∫.
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が行われたと考えられた。

本試験におけるアサリの生物測定および生殖腺の組織

学的な観察から，上磯地区の産卵期は７月下旬から８月

を中心とした年１回である。しかし，この時期の前後に

産卵を行う個体が一部存在するため，比較的長い期間継

続しているようにみえると考えられた。
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要　約

１．2002年５月から11月にかけて上磯郡茂辺地地区のア

サリを採集し，肥満度および組織学的観察から産卵

期を推定した。

２．肥満度の季節的変化を調べた結果，７月下旬にもっ

とも高くなり，その後低下することがわかった。

３．生殖腺の組織学的観察から，観察を開始した５月に

は，配偶子形成を開始した個体が観察された。また，

産卵中と見られる個体は，６月下旬から９月上旬に

かけて観察された。

４．上磯群茂辺地地区におけるアサリの産卵期の中心は

７月下旬から８月であると考えられた。
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Fig.5 Seasonal changes of temperature recorded at the
Shiriuchi town in 2002 11).




